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２号様式  協議の経過  

 開会 午前９時０５分 

福田委員長 

 

 

皆さん、おはようございます。 

先先週は、長い路線バスそれから電車と、長い研修でございました。

本当にお疲れ様でございました。 

ただいまより、教育、民生常任委員会を開催いたします。 

橋本委員は遅れるということですので、このまま進めていきます。 

今日の日程は、所管事務調査のまとめ及び担当課との意見交換の内容

について、議題といたします。皆さんにお配りいたしました教育、民生

常任委員会委員派遣報告書に目を通していただきたいと思います。 

10分間休憩いたします。 

 休憩 午前 ９時０６分 

再開 午前 ９時１３分 

福田委員長 再開いたします。 

橋本委員出席です。引き続き休憩いたします。 

 休憩 午前 ９時１４分 

再開 午前１０時１０分 

福田委員長 再開いたします。 

委員は全員出席ですので、委員会は成立しております。 

所管事務調査の報告書につきましては、次回も引き続き行いたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

今日の２番目として、担当課との意見交換につきましては、８月５日、

９時 30分からに決まりました。お聞きする事項につきまして、あらか

じめ資料等も用意していただくかもしれないので、何をお聞きするのか

皆さんからお伺いをしたいと思いますので、お願いをいたします。 

はい、橋本委員。 

橋本委員 減量化の取り組みをしてきた町の経過、担当課の経過、どういうもの

をどういうふうにこれまで取り組んできたか、ごみの減量化や分別とい

うのが平成４年、その頃が一番活発だった。それ以降衰亡してきた原因

は何なのか。どういう減量化に３Ｒのために取り組んできたかという経

過を記録的に年度ごとに出してほしい。というのは何かというと、産業

廃棄物と一緒に衛生法という法律の中では、自治体が年度ごとのごみの

減量化の計画を立てて、それを住民に徹底しなければならない、その計

画を立てなさいということ、減量化の審議委員会をつくる、あるいはも

う一つあるのは何かというと、推進委員を作れと、これが従来は衛生組

合でやっている。そういう経過が具体的にどう法律に従ってやってきた

のか、経過を知りたいです。 

福田委員長 ごみ減量化に向けてどう取り組みをしてきたのか年度ごとの経過、そ

れとごみの量も合わせてですか、金額もね。 
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はい、大橋委員。 

大橋委員 それから、それと同時に大きな存在として広域があるけれども、広域

ではどういう検討がなされてきているのか、ということも必要だと思い

ます。 

福田委員長 大崎広域の減量化についての取り組みですか。 

大橋委員 大崎広域のぶんが一番低い。加美、色麻以外だったかな。広域の主導

というのが全然。 

福田委員長 町及び広域でごみ減量化に向けてどう取り組みをしてきたのか。 

他にありませんか。 

大橋委員 あとは、経費の推移かな。 

福田委員長 取り組みと同時に年度ごとの経費、経過とごみ量と経費を一緒に。 

はい、佐野委員。 

佐野委員 来年、再来年のことも含めてどういうことを考えているのかを、その

辺も。 

福田委員長 今後の減量化に向けての計画ですね。 

他にありませんか。 

はい、大橋委員。 

大橋委員 集団回収は、その中に含まれると思うけれど、集団回収だったりコン

ポストだったり、そういったようなものも今までの経過と検討の中に入

ってくると思うから、そのことについても。 

福田委員長 集団回収への助成金及び町民への補助についての、これまでの経過と

現状でいいですか。 

はい、佐野委員。 

佐野委員 集団回収関係の、美里町以外の大崎広域の他の市町村の取り組み状況

もね。 

福田委員長 大崎管内における集団回収の助成の取り組みですね。 

はい、大橋委員。 

大橋委員 佐野委員と関連しますが、加美町は県内で 10位のリサイクル率、そ

れから色麻であれば一日当たりの排出量が県内で３番目に少ない、大崎

広域でやっていることに差があることを、広域の中でも検討されている

と思うし、町の中でも検討されていると思うので、その部分について分

かる資料をいただきたい、分かる部分を示していただきたい。 

福田委員長 加美町や色麻町の取り組みの状況を、広域としてはどう受け止めてい

るか。 

他にありませんか。 

それでは、以上のことについて担当課に申し入れて、いただく資料を

作成していただいて、８月５日の９時 30分からごみ減量化の意見交換

をしたいと思います。 

他にありませんか。 
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ないようですので、これで委員会を終わりたいと思います。 

副委員長。 

吉田副委員長 

 

以上で、本日の午前中の会議は終わらせていただきますけれども、午

後からまた研修がありますので、よろしくお願いします。 

次回は委員長が言いましたように、８月５日の午前９時 30分からあ

りますので、よろしくお願いします。 

本日は、大変ご苦労様でございました。 

 閉会 午前１０時２２分 

 

 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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